
災害を知る わがこと化して考えるために

知ることによって、備えることができる
ふるさとで暮らし続けるために必要なこと

アクティブラーニング編



学習内容と教材（アクティブラーニング要素）

○災害（ハザード）の種類と地域に及ぼす影響（ディザスター）
・事例の理解を通して影響を予見する力

○災害を予見し、備えるという考え方を醸成するために
1）地理院地図「自然災害伝承碑」
身近な地域における災害履歴と、その伝承
・災害(ハザード)による地域への影響のイメージの形成

2）ハザードマップポータルサイト
身近な地域におけるハザードマップの理解と活用
・想定を知ることによる備え

3）今昔マップ（埼玉大学）
土地の性質に応じた土地利用と、その変遷
4）キキクル（気象庁）
気象情報の理解と活用
・発災時の行動判断と、災害の疑似体験



地理院地図を使ってみよう

○地理院地図（国土地理院） https://maps.gsi.go.jp/
・様々な地理情報（主題図）の表示と解析
・土地の性質、地形、災害履歴、等

https://maps.gsi.go.jp/#5/38.117272/138.750002/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


災害をわがこと化するために

地理院地図「災害伝承・避難場所／自然災害伝承碑」の活用
・身近な地域における災害履歴を知り、災害をわがこと化
・市町村のホームページにも災害記録が掲載されている
・そのほか、書籍や報道で過去の災害を調べてみよう
・災害の記憶を継承し、人、自然、社会の共生のあり方を考えよう



ハザードマップポータルを使ってみよう

○ハザードマップポータルサイト（国土交通省）
https://disaportal.gsi.go.jp/
自治体ごとのハザードマップと「重ねるハザードマップ」

https://disaportal.gsi.go.jp/


重ねるハザードマップ

○メニュー
洪水・土砂災害・高潮・津波・道路防災情報・地形分類
[すべての情報から選択]⇒階層的に様々な項目を選択

○ハザードマップのレベルの理解
想定最大規模と計画規模
想定するハザードの規模によってマップの数字は異なる

計画規模

想定最大規模



自治体が作成する洪水ハザードマップ

このマップは想定最大
規模に基づくという注
釈に注意



今昔マップを使ってみよう

○今昔マップ（埼玉大学谷謙二研究室）
https://ktgis.net/kjmapw/
旧版地形図（明治以降）による土地利用や地形の変化
土地利用は土地の性質に応じて行われる

https://ktgis.net/kjmapw/


東日本大震災で、特定の場所に液状化発生

○江戸時代の利根川破堤の際に
形成された押堀が、沼として
昭和中頃までのこされた。

○砂が堆積していた押堀の部分で
液状化が発生。

過去の土地利用が、土地の性質を表すことがある

（我孫子市ホームページより）



公開されているハザード・防災情報

○気象協会・民間気象会社のサイト

○河川情報センターのサイト

○都道府県の防災サイト

○その他

緊急時に活用できるサイトをチェックしておこう
地域の特徴を知っておこう



緊急時にはキキクルを使おう

○キキクル（気象庁）https://www.jma.go.jp/bosai/risk/
気象庁が運用しているリアルタイムで大雨による災害発生危険

度等を確認できるサービス

土地の性質を理解してキ
キクルを使うと、緊急時
に災害に対応する力とな
ります。

災害の疑似体験として、
現場を想像する力を養っ
てください。

https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#zoom:9/lat:36.131883/lon:139.723081/colordepth:normal/elements:hazardmap&flood


水害について考えます

●水とともに暮らす
日本では多くの人々が沖積低地で暮らしている

●沖積低地とは何か
川が作った地形で、現在も形成中である

●沖積低地の成り立ち、性質を知ろう
川の作用は自然の営みだが、人が関わると災害になる

●ふるさと
でも、そこはふるさとでもある

（2000年9月東海豪雨、庄内川水系新川の破堤地点）



事例を通じて学ぶ

目標：自分や家族が住む土地の性質を知ること

○ハザードからディザスターが予見できること
備えるための想定
避難のための災害の理解と予見

○土地は不公平である
コストをかけて安全度を上げるか、それとも．．．
“ふるさと”として、諒解して、その土地で暮らす

○答えはないかもしれない、ひとつではないかも知れない
合意、諒解形成の根拠



事例による理解（1） 常総水害

○ハザード
平成27年9月関東・東北豪雨

○事象
・鬼怒川上流域で豪雨
・常総市・若宮戸で越水
・常総市・三坂で破堤
・長期の湛水

平成27年9月16日 若宮戸の越水地点（国土地理院ホームページ）

南北20km、
東西約5kmの
範囲が浸水
し、排水には
約1週間を要
した。

推定浸水範囲の変化（国土地理院）



常総水害におけるハザード（豪雨）の性質

（http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/Mulabo/news/2015/20150910_KinuFloodReport_v03.pdf）

○上流域で降水量が多かった
○河川水は時間をかけて流下し、

下流に到達する
○9月10日早朝～昼に常総市で越水と破堤
⇒その時、降水のピークは過ぎていた
○河川水位のピークは13時(水海道)
●なぜ、流域は細長いか？⇒土地の性質
●湛水はどこで生じるか？⇒沖積低地

ハザードと土地の特徴は様々である

越水
▼
破堤
▼

下流

上流

鬼怒川流域

常総市

常総市



関東平野は低地(沖積低地)と台地からなる

洪水（水害）は低地の河道近傍で発生する

(菊池隆男、1980、アーバンクボタ18)

利根川

利根川

鬼
怒
川

東京湾

自然の認識

低地は隣接する台
地より標高が低い

水は低きにつく

あふれた流水は慣
性を持っている

流れる水は微地形
をつくった

自然の特徴は場所
によって異なる

地域（ふるさと）
の認識

低地

台地

台地

台地

低地 低地

低地
常総市

台地

台地



事例による理解（1） 土地の性質

○どのような土地か
・地理院地図による地形の成り立ちの理解

○どのような災害が想定されているか
・ハザードマップポータルによる災害想定

○どのような土地利用を経てきたか
・今昔マップによる土地利用の変遷

平成27年9月16日 三坂町の決壊地点（国土地理院ホームページ）



主題図判読 －地形分類図－

地形 関東平野は台地と（沖積）低地で構成されている
鬼怒川が変遷して様々な微地形を形成
旧河道、自然堤防、後背湿地、砂丘、 ．．．

土地利用
人はどんな土地で暮らしているか
新しい市街地がどこに形成されたか

ハザードマップ
深い浸水想定域はどのような土地か

考えよう
そこは“ふるさと”
川と共に生きる

平成27年9月16日 若宮戸の越水地点（国土地理院ホームページ）



地理院地図[治水地形分類図]による若宮戸地区の微地形

●地点において越流が発生
・越流地点は砂丘 ⇒北西季節風により川砂が吹き寄せられて形成
・緑は後背湿地 ⇒おもに水田として利用されている
・黄色は自然堤防 ⇒おもに市街地、畑として利用されている
⇒自然堤防は後背湿地より少し地盤が高い、旧河道が認められる

●

自然堤防

後背湿地

旧河道

後背湿地

砂丘

台地

https://maps.gsi.go.jp/#14/36.130793/139.976892/&base=std&ls=std%7Clcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=lcmfc2&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


今昔マップによる土地利用の変遷の理解

●地点において越流が発生
・治水地形分類図における自然堤防 ⇒昭和まで畑として利用
・微地形に応じた土地利用がある（あった）
・昭和後期から沖積低地における新たな開発

危険な場所に住むなということではない。理解し、備えて暮らす。

●

自然堤防

古い水田

新しい水田
後背湿地

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=36.136671&lng=139.967274&zoom=14&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


ハザードマップポータルサイトによるハザードの想定

●想定浸水深マップ
最大規模、計画規模に注意。数字は目安。正確には予測できない。
自然堤防だから浸水しないわけではない。
ただし、水の引くのは後背湿地より早いだろう。
川が作った地形では、川は地形（平野）を作ろうとする。

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html?ll=36.098932,139.970088&z=14&base=pale&ls=seamless%7Ctameike_raster%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_kagan%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_hanran%2C0.8%7Cflood_l2_keizoku%2C0.8%7Cflood_list%2C0.8%7Cflood_l1%2C0.8%7Cflood_list_l2%2C0.75%7Cdisaster1&disp=010000100&vs=c1j0l0u0t0h0z0


常総水害のまとめ

○ハザードは豪雨
鬼怒川の越流、破堤により沖積低地が湛水した

○ハザードの特徴、土地の性質の組み合わせは多様
地域ごとに災害を捉える必要がある

○ハザードと土地の性質を知ること
“ふるさと“で暮らす“ひと“の諒解

©Google



事例による理解（2）西日本豪雨ー真備町ー

○どのような土地か
・地理院地図による地形の成り立ちの理解
・土地利用、人と自然の関係性の変遷
○どのような災害が想定されていたか
・ハザードマップポータルによる災害想定

2020年7月被災時



倉敷市真備町～予見された水害！？ 何があったのか～
・1970年代までの水害予防組合の解散（昭和の大合併）
・1964年に新河川法施行 河川管理が行政へ
・排水路の管理も町の負担へ
・1999年井原鉄道井原線開通
高度成長、水島コンビナートの発展、住宅の需要

人と川の分断
・どう修復するか
災害対応
・工学的適応と環境学的適応
成熟社会、定常社会への移行
・どんな社会にしたいのか
・ふるさとで暮らすことの諒解
流域治水

（空中写真：国土地理院）

今昔マップ

地理院地図

ハザードマップP

https://ktgis.net/kjmapw/
https://maps.gsi.go.jp/#14/34.637763/133.702354/&base=std&ls=std|_lcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=_lcmfc2&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f1&d=vl
https://disaportal.gsi.go.jp/


洪水ハザードマップ ー重ねるハザードマップ－

○想定されていた浸水
・自然と折り合うためにはどうすれば良いか
・この土地はふるさとでもある
・ふるさとで暮らし続けるためにはどうすればよいか
・答えはひとつではない

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html?ll=34.635185,133.703096&z=15&base=pale&ls=seamless%7Ctameike_raster%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_kagan%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_hanran%2C0.8%7Cflood_l2_keizoku%2C0.8%7Cflood_list%2C0.8%7Cflood_l1%2C0.8%7Cflood_list_l2%2C0.75%7Cdisaster1&disp=010000100&vs=c1j0l0u0t0h0z0


真備町の土地利用の変遷

○どのような土地か
・旧山陽道の南側はほとんど水田だった。
・小田川沿いには堀上畑が認められる⇒極めて低湿な土地
・川辺は高梁川沿いの通商の拠点⇒輪中により守られていた
・近年の市街地の沖積低地への進出

川辺

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=34.632862&lng=133.711361&zoom=13&dataset=okayama&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


治水地形分水図 －地理院地図－

○どのような土地か
・小田川の北岸に沖積低地が広がる。
・小田川に北から合流する支川は天井川。
・沖積低地には旧河道が認められる。
・川辺は自然堤防に立地し、輪中によって守られている。

川辺

https://maps.gsi.go.jp/#14/34.634726/133.700867/&base=std&ls=std%7Clcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=lcmfc2&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


真備町水害のまとめ
○歴史の理解
洪水に備えた歴史
自助、共助主体から、公助主体時代へ

○予見されていた災害
土地の性質
ハザードマップ

○ふるさとを取り戻す
ふるさとを創る

人生の尊重



災害を知り、わがこと化できたでしょうか

“ひと”に向き合う災害看護

“人”は数字や属性で表され、科学の言葉で記述できる
“ひと”は、顔が見え、名前がわかり、暮らしがある人

自然と社会の関係性は多様

地域ごとに考える
ふるさと－ひと、自然、社会が関係性を持つ土地－


